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納得させられますね。
ここで、ちょっと現実的な意見が花田氏@長大総合情報処理センタから寄せられました。
今のところ教養課程での「一般情報処理教育Jには、座学での概論科目 (1)と、実機を
イ吏った演習科目 (2)がありますが、噂で聞いた話では、このうち概論部分が多くの学部で
必修化の方向にあるらしいですね。ところが、教養部の先生で「情報処理21Jを担当し
ておられるのは、前期では 1人だけです。(後期は他の先生が担当されるらしいですが。)
他はセンターの教官で担当してまして、助手である私も担当を要請されるのは必至と見
られています。(中略)この状態だとマシン環境以前だけでなく教育体制そのものが危機
です。
これが、問題ですよね。最後に私のボヤキを一つ。
必修化の内容まで決定できるかどうかです。必修の「のし紙jだけ張られでもねえ。そ
うさせないためにも、こういう場所で声を出すことですね!!たくさんあればあるほど、
「いろいろな意見をきく必要がある!Jという認識をもたれると思います。
4 もっと読みたい人ヘ
ここで紹介した記事はほんの一部です。もっと読んでみたい人は、センターの端末からワー
クステーションにログインし、 gnと入力して、ニュースグループとして nagasaki-u.forum
を選択し、サフ'ジ、エクトとしてjouhoukyouikuを選択して下さい。いくつか記事が表示さ
れますので、リターンキーを叩いて行けば、順次その記事を読むことができます。
5 一般情報処理教育についての私見
個人的な意見ですが、やはり一般情報処理教育は、 mailやnews、せいぜいワープロ位で
十分じゃないでしょっか?これならどの学部の教官でも教えられますね(?)。ここまでやっ
ておけば、プログラミングなり、各専門での応用も、もっと教えや.すくなるし、学生もよ
く理解してくれるのではないかと思うのですが、どっも、計算機リテラシー教育と情報処
理論(プログラミングも含む)教育が切り分けて考えられていないようですね2、ここは。
6 おわりに
というわけで、ネットワークでこういう議論がありました。これを危険なメディアと捕
らえるのか、便利な道具と捕らえるのかは、各自の自由ですが、少なくとも、ここで行わ
れた討論は「透明Jであり、全学教育カリキュラムで感じられた「いつのまに ?Jという、
うさんくささはありませんo どうでしょう、このように「公開討論Jつてのをやってみて
は?もっと広い意見が聞けると思うのですが。
最後になりましたが、ニュースの記事の引用を認めてくださった皆さん、どうもありが
とうございました。本稿の全ての文責は森山にあります。
1編著者注:平成6年度から「情報処理演習jという名称になるそうです。
2編著者注:どうも平成6年度からの「情報処理演習jは工学部の学生は受けられなくするらしい。理由
は「専門でやるからいいだろ。Jだそうです。なに考えてんだろ?
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